
（ア）申込方法
フードスペシャリスト資格取得者の定員は、家政科家政総合コースの学生 20名です。１年生の４月はじめの

学科ガイダンスで希望をとりますが、希望人数が定員を上回った場合は調整があります。資格取得のための受講
を認められなかった学生が、フードスペシャリスト資格に係る科目を履修し単位を修得してもフードスペシャリ
ストの資格を取得することはできません。
（イ）申込の手続き
資格取得のための受講許可を得た者は、指定された日時に履修費を支払い手続きを完了してください。指定の

日時に手続きを完了しない者は、受講の許可を取り消します。また、いったん納入した履修費は、原則として返
還しません。
（ウ）資格取得に要する経費
・履修費（予定）　１年次　1,000 円　２年次　1,000 円
・受験料・認定証交付手数料　２年次　11,000 円
（注）履修費他の金額は確定ではありません。一応の目安と考えてください。

（エ）認定試験
フードスペシャリスト協会が実施する認定試験は２年次（12月の日曜日）に実施されます。

（2024年度入学生から適用）

協会の規定科目・単位数等 左記に対応する本学開講科目等
授　業　科　目　名 単位数 授　業　科　目　名 単位数等

必
修
科
目

フ ー ド ス ペ シ ャ リ ス ト 論 2 フ ー ド ス ペ シ ャ リ ス ト 論 ［2］
食品の官能評価・鑑別論（統計処理を含む） 2 食 品 の 官 能 評 価・ 鑑 別 論 演 習 ［2］

食 品 学（ 食 品 学、 食 品 加 工 学、
食 品 貯 蔵・ 流 通 技 術 論、
食 品 機 能 学 等 ） に 関 す る 科 目

5
食 物 学 及 び 基 礎 実 験 ［2］
食 品 学 ［2］
食 品 加 工 学 ［2］

食品の安全性（食品衛生、食中毒、有害物質、食品添加物、水質等）に関する科目 2 食 品 衛 生 学 ［2］

調理学（調理科学を含む）に関する科目 4
調 理 学 ［2］
基 礎 調 理 及 び 実 習 ［2］
応 用 調 理 及 び 実 習 ［2］

栄 養 と 健 康 に 関 す る 科 目 2 栄 養 学 ［2］
食品流通・消費に関する科目（フードマーケティングを含む） 2 食 品 流 通 生 活 論 ［2］
フ ー ド コ ー デ ィ ネ ー ト 論 2 フ ー ド コ ー デ ィ ネ ー ト 論 ［2］

小 計 24
選
択
科
目

フードスペシャリスト資格に適当とされる科目 自由設定単位
食 文 化 論 （2）
食 生 活 論 ②

小 計 4
本学が定める資格取得に必要な修得単位数合計 26

注　本学開講科目の単位数欄の、○の数字は卒業必修単位、［　］の数字はフードスペシャリスト資格取得者必修単位、（　）の数字は選択科目です。

資格申込方法

フードスペシャリストの資格取得に必要な科目、単位数（家政総合コース）
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